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平成29年度政策評価・施策評価基本票

23

総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率
（％）

42.9%

(指標測定年度)

※決算（見込）額は「宮城の将来ビジョン推進事業」と「取組に関連する宮城県震災復興推進事業」の合計額（再掲分含む）

目標
指標
等

　■達成度　　Ａ：｢目標値を達成している｣（達成率 100%以上）　　　Ｂ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%以上100%未満｣
　　　　　　　　　　 Ｃ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%未満｣　　 Ｎ：「実績値が把握できない等の理由で，判定できない」

評価担当
部局

（作成担当
課室）

施策

施策の目的

（目標とする
宮城の姿）

-

評価対象年度 平成28年度 施策評価シート 政策

1,363,238県事業費 1,279,163

8

平成29年度
（決算（見込）額）

施策名

「宮城の将来
ビジョン」にお
ける体系

○　意欲や興味に応じて学んだり交流したりすることができる環境づくりが進んでおり，多彩な生涯学習活動やその成果が個人の生
きがいや地域づくりなどに生かされている。
○　県民の運動実施率が向上し，地域のだれもが年齢・関心・技術に応じてスポーツに親しんでいる。競技スポーツでは，全国や世
界で活躍する選手を輩出している。
○　郷土の伝統的な文化芸術が県民の共通財産として保存・継承や活用がなされるとともに，子どものころから一人ひとりの創造性を
はぐくむ環境づくりが進み，県民が文化芸術を通して地域づくりや様々な交流を行っている。

(平成28年度) (平成28年度) 75.1% (平成29年度)(平成20年度)

Ｂ

　■達成率（%）　フロー型の指標：実績値／目標値　　ストック型の指標：（実績値－初期値）／（目標値－初期値）
　　　　　　　　　　　　目標値を下回ることを目標とする指標：（初期値－実績値）／（初期値－目標値）

計画期間目標値初期値 目標値

(平成28年度)

77.1%

達成度
(指標測定年度)

3.86冊

Ｂ

年度
平成26年度
（決算額）

平成27年度
（決算額）

平成28年度
（決算（見込）額）

23
生涯学習社会の確立とスポーツ・文化
芸術の振興

施策担当
部局

震災復興・企画部，
環境生活部，教育庁

◇　生涯学習社会の環境づくりに向けた取組を充実させ，学習機関や文化芸術等多様な分野における関係団体とのネットワーク化
などにより県民の自主的な学習活動を支援する。
◇　みやぎ県民大学の実施などにより，社会の要請する学習機会の確保に向けた取組や，地域の多様な生涯学習活動を支援する
指導者等の育成を図る。
◇　総合型地域スポーツクラブの設立・育成支援など，生涯スポーツ社会の実現に向けた環境づくりを推進する。
◇　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向けての準備及び機運醸成に取り組む。
◇　競技スポーツにおいて，指導者育成対策の拡充や，競技力向上に向けた環境の充実を図る。
◇　県民が文化芸術に触れる機会を充実するなど，文化芸術活動の振興を図る。
◇　地域文化の継承・振興に向けた取組を支援し，文化財の保存・活用を推進する。
◇　県民の文化芸術活動を生かした地域づくりや交流を推進する。
◇　宮城県図書館・美術館・東北歴史博物館等の拠点の充実と関係機関とのネットワーク構築に取り組む。

生涯現役で安心して暮らせる社会の構
築

教育庁
（生涯学習課）

施策の方向

（「宮城の
将来ビジョン
・震災復興
実施計画」の
行動方針）

政策名

1
4.10冊

(平成28年度) 98.8%

68.6%
Ｃ

80.0%

85.0%

(平成27年度) 96.1% (平成29年度)
公立図書館等における県民一人当たりの図書資料貸
出数（冊）

3.87冊

(指標測定年度)

決算（見込）額
（千円）

みやぎ県民大学講座における受講率（％）
60.8%

(平成28年度)

1,027千人
(17千人) Ｂ

3

(平成28年度) 99.9%

(平成20年度)

2,072,949

2
80.0% 79.9%

1,050千人
(24千人)

(平成29年度)

達成率

(平成29年度)

4
みやぎ県民文化創造の祭典参加者数（うち出品者・
出演者等の数）（千人）

1,036千人
(23千人)

1,040千人
(24千人)

3.71冊

実績値

(平成24年度)

(平成20年度) (平成27年度)

(指標測定年度)
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評価の視点：※

やや遅れている■　施策評価　（原案）

事業
の成
果等

・県図書館では，平成25年3月に策定した「図書館振興基本計画」を基に，資料・情報及び読書環境の充実や市町村図書館等の復興支援を
行い，震災関連資料について，平成28年度までに図書4,056冊，雑誌1,318冊，視聴覚資料124点，新聞27種，チラシ類3,586点を収集し，「東
日本大震災文庫」として広く県民に公開した。このうち，平成28年度は，図書175冊，雑誌118冊，視聴覚資料34点を収集した。
・県図書館情報ネットワークシステムの図書検索機能を広く周知したことで，協力貸出，情報提供を効率的に行えるようになり，市町村図書館等
との連携強化及び県民サービスの向上につながり，市町村図書館等への協力貸出数は，平成25年度は18,045冊，平成26年度は19,669冊，
平成27年度は19,108冊,平成28年度20,074冊と震災前には及ばないが，除々に回復を示している。
・多様な学習機会を提供し，地域において生涯学習を推進する人材を育成するため，みやぎ県民大学を開講した（54講座，受講者数1,502
人）。60歳以上の受講者が7割を占めているが，20代～40代を対象とした「学びの輪講座」を新たに開講し，若年層の学び合いやネットワークを
つくる機会となる講座を提供することができた。また，全受講者の9割が講座内容に「満足」しており，受講者の需要に応え，講座内容の充実が
図られていると考えられる。
・被災校の運動部活動を支援するため，活動場所への移動や活動場所の確保について支援を行った。
・「総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率」については，現段階の目標値には達していないものの，新たに1クラブ（NPO法人仙台
中田スポーツクラブ）設立され，平成28年度末で，11市11町に47クラブが設立されており，一定の成果が見られる。
・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の競技会場予定地である本県の気運醸成に向けて，27校（幼稚園1，小学校8，中学校8，高
等学校5，支援学校2，大学3）をオリンピック・パラリンピック教育推進校として指定し，実践に取り組んだほか，市民フォーラム，教員セミナーを
実施した。
・スポーツ指導者を育成する目的で，スポーツリーダー及びアシスタントマネジャー養成講習会を開催したことにより，合わせて58人がスポーツ
指導者の資格を取得し，地域スポーツの普及・振興に貢献している。
･県民のスポーツ活動への参加意欲を喚起し，生涯を通じてスポーツ・レクリエーションに親しむことを目的に，県内7圏域で「宮城ヘルシー
2016ふるさとスポーツ祭」を開催した。本イベントには延べ27,267人（本大会6,559人，予選会20,708人）が参加するなど，各圏域におけるス
ポーツの振興が図られた。
･「みやぎ県民文化創造の祭典」に関する取組については，市町村や文化芸術団体等と連携・協力し，県内全域において多様な文化芸術に
親しむ機会を提供したところ，参加者数は1,027万人で前年度を1万人ほど上回り，多くの県民が文化芸術に触れ，親しむことに貢献することが
できた。
・新たに，様々な主体が行う文化的な活動による心の復興への取組を行った18団体21事業に対して助成を行い，被災者等の心の癒やしや生
きがいづくりにつながる機会を提供することができた。また，ワークショップ型フォーラムの開催により，文化芸術の力が地域づくりなどに果たす
役割などへの理解を深めることができた。
・文化芸術の拠点として平成36年度のリニューアルオープンを目指し，平成29年3月に「宮城県美術館リニューアル基本構想」を策定した。今
後は，基本構想に基づき，施設設備の改修内容や新たに導入する機能など，リニューアルの具体的な内容の検討を進める。

・以上により，施策の目的である「生涯学習社会の確立とスポーツ・文化芸術の振興」は，各取組において一定の成果が見られたものの，全て
の目標指標において，目標値に到達していないことから，本施策の評価は「やや遅れている」と判断する。

目標指標等，県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等から見て，施策に期待される成果を発現させ
ることができたかという視点で，総合的に施策の成果を評価する。

・平成28年県民意識調査における震災復興計画の分野6取組3「生涯学習・文化・スポーツ活動の充実」の調査結果では，「高重視群」の割合
が58.2%（前回53.5%），「高関心群」の割合が56.2%（前回52.2%）と前回の結果を上回っている。
・「満足群」の割合は35.6%（前回32.1%）と，前回の結果を上回っているものの30%台の低い状況にあるため，取組内容の改善が求められてい
る。

・誰もが生涯にわたって主体的に学び続けその成果を社会に還元していくことができるよう，学習環境の充実や文化芸術・スポーツに親しめる
環境整備が求められている。
・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向け，本県においてもサッカー競技の開催が予定されるなど，スポーツに対する
人々の関心が高まっている。
・様々な文化芸術団体等による被災地への支援活動が心の復興に果たす文化芸術の役割について，認識が深まっている。
・震災に関する記憶の風化を防ぐとともに，その記憶・記録を次世代に継承していくことが必要となっている。

社会
経済
情勢

県民
意識

目標
指標
等

・「公立図書館等における県民一人当たりの図書資料貸出数」については，震災で被災し，休館中の図書館や代替施設で運営している図書
館もあり，震災前の水準まで回復していないことから，達成率が96.1%となったため，達成度は「Ｂ」に区分される。
・「みやぎ県民大学講座における受講率」については，学校等開放講座や地域のニーズに対応した市町共催講座の受講率が前年度より高く，
講座全体の受講率も79.8%と前年度に比べ13%向上しているものの，目標値をわずかに下回り，達成率が99.9%となったため，達成度は「Ｂ」に
区分される。
・「総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率」については，1クラブが新設され実績値は前年度から増えているものの，達成率は
75.1%となっており，達成度は「Ｃ」に区分される。
・「みやぎ県民文化創造の祭典参加者数」については，目標値を下回り，達成率が98.8%となったことから，達成度は「Ｂ」に区分される。

評価の理由
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施策を推進する上での課題と対応方針　（原案）

課題 対応方針

評価の視点： 目標指標等，県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等から見て，施策に期待される成果を発現させ
ることができたかという視点で，総合的に施策の成果を評価する。

・総合型地域スポーツクラブ未設置市町村（13市町村）では，それぞれの
自治体によって，復興や人材確保等の課題を抱えており，自治体に応じ
たきめ細やかな支援が必要である。

・平成29年度は，みやぎ広域スポーツセンターにおいて，未設置市町村
の中で設立に向けた動きが見られる市町（白石市，東松島市，大河原町，
蔵王町，色麻町，涌谷町）を中心に巡回訪問や研修会等により支援を強
化し，総合型クラブの創設・育成の取組を推進する。

・文化芸術の力を活用した心の復興をより充実させることに加え，文化芸
術を特色ある地域づくりや社会参画への貢献に役立てていくことが求めら
れる。

・引き続き多様な主体による文化的な活動を通じた心の復興への取組を
支援していくほか、ワークショップ型フォーラムの開催や地域芸能等再興
支援などにより，文化芸術の持つ力の理解促進を図っていく。

・誰もが生涯にわたって主体的に学び，その成果を社会に還元していく生
涯学習社会を目指し，その実現に向けて総合的な観点から方針を検討
し，施策の展開を図る必要がある。

・宮城県生涯学習審議会における検討など，住民，行政，教育機関，民間
企業・団体等多様な主体と連携した生涯学習環境の充実，学習の成果を
地域活動に活かしていく仕組みづくりを促進する。

・みやぎ県民大学の「生涯学習支援者養成講座」の受講率は，平成27年
度の71.7%から平成28年度は50.0%に低下し，また，地域で活動できる修了
生の情報を市町村等に提供する「生涯学習有志支援者名簿」への登録数
も年々減少しており，講座の成果が活用されていない状況である。

・図書館はいつでもどこでも誰もが求める本や情報にアクセスできる環境
が整備されていることが望まれる。また，地域コミュニティの核をとしての役
割など新たな機能も期待されるところであり，従来からのあり方の見直しを
含めた新たな姿についての検討も必要である。

･公立図書館等における県民一人当たりの図書資料貸出数については，
全国的に読書離れが進んでいることもあり，貸出数が減少していることか
ら，図書館等の来館者を増やすなど，貸出数の増加に向けた取組を推進
する必要がある。

・地域の生涯学習活動を支える人材を育成するため，市町村等関係機関
へ推薦依頼するなど受講者の募集方法や講座内容の改善を図っていく。
また，学習成果を活用できるよう，支援者情報の効果的な活用方法を検討
する。

・県図書館を中核とした図書館ネットワーク体制を強化し，宮城県図書館
は「図書館のための図書館」として，県内の公立図書館・公民館等読書施
設に対する協力貸出や運営相談などの支援を行うほか，東日本大震災に
よる被災図書館に対しても，巡回訪問等による支援を継続し，全県的に図
書館サービスの質的向上を図っていく。

･読書の習慣化に向け，家庭や小・中・高等学校における読書活動の取組
を支援していく。また，読み聞かせボランティアなど地域の読書活動を支
える担い手の育成を進めていく。県図書館では，所蔵資料を活用した企
画展や各種イベントを実施し，来館者の増加につながる取組を継続して
実施するほか，公立図書館や学校を対象に，子どもの本移動展示会や貴
重資料等のレプリカ貸出事業を実施し，読書活動の推進につながる取組
を推進していく。

・東日本大震災に関する記憶の風化を防ぎ，震災の教訓を後世や他地域
へ継承するために公開している「東日本大震災アーカイブ宮城」を効果的
に利活用する必要がある。

・県内市町村や教育機関等における防災対策や防災教育での利活用を
促進するほか，「東日本大震災アーカイブ宮城」を適切に運用するととも
に，資料データの更なる充実を図る。

・宮城ヘルシーふるさとスポーツ祭では，県内7圏域において，地域の特
性と実情を踏まえて実施しているが，生涯スポーツの更なる振興のため，
参加者数の増加に向けた取組が必要である。

・働く世代や子供が参加しやすい種目設定等を検討するとともに，地域住
民が参加しやすい健康づくりコーナーを充実させることで，参加者数の増
加を推進する。
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［フロー型の指標］

79.9% -実績値

85.0%

- 3.62 3.74 3.86 3.98

・公立図書館等における県民一人当たりの図書資料貸出数については，目標値として設
定した4.10冊まで回復させることを目指し，震災後の実績値（H24:3.52冊）から毎年0.12冊
ずつ増加させることを目標値とし設定した。

実績値 3.87 3.64 3.61 3.71 -

指標測定年度 H24 H26 H27

平成29年度政策評価・施策評価基本票

H27 H28

　■達成率（%）　　フロー型の指標：実績値／目標値　　ストック型の指標：（実績値－初期値）／（目標値－初期値）
　　　　　　　　　　目標値を下回ることを目標とする指標：（初期値－実績値）／（初期値－目標値）

1

目標指標等名
（下段：説明）

評価対象年度 初期値 H26 H27 H28

評価対象年度 平成28年度 政策

目標値の
設定根拠

県民１人が県図書館をはじめ
とする公立図書館等で一年間
に借りた図書資料数

8 施策 23

-

指標測定年度 H20 H25 H26

［フロー型の指標］
目標値

H29

公立図書館等における県民一
人当たりの図書資料貸出数
（冊）

75.0%

講座の定員に対しての受講者
の割合

80.0%

60.8% 71.1% 66.9%

H28 H29

目標指標等の状況

実績値の
分析

・市町村立図書館等の貸出は，休館中の図書館や代替施設で運営している図書館もあり，
震災前の水準まで回復していないことから，目標値を下回ったものの，増加傾向にある。

全国平均
値や近隣
他県等と
の比較

-

達成率 - 100.6% 96.5% 96.1%

99.9% -

2

目標指標等名
（下段：説明）

評価対象年度 初期値 H26 H27 H28 H29

みやぎ県民大学講座における
受講率（％）

達成率 - 101.6% 89.2%

目標値 - 70.0%

目標値の
設定根拠

・みやぎ県民大学における受講率については，震災前は80%を超えて推移していた。
・受講率について，震災前の水準（90%程度）までに回復させることを目標とし，毎年5%ずつ
増加させることを目標とし設定した。

実績値の
分析

・定員1,880人に対し，受講者1,502人，受講率は79.9%と高く，達成率は99.9%に達した。
・「学校等開放講座」は，27年度の受講率が他の講座と比べて最も低い60.5%であったた
め，担当者説明会を開催し広報手段等についての説明を行った。また，各実施機関にお
いても講座内容・実施方法に工夫が図られた結果，受講率が76.6%と前年度より16.1%増加
した。
・「生涯学習支援者養成講座」の受講率は，平成27年度の71.7%から平成28年度は50.0%に
低下していることから，受講者募集や講座内容に工夫が必要である。

全国平均
値や近隣
他県等と
の比較

-

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4

4.1

H20 H25 H26 H27 H28

目標 

実績 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

H24 H26 H27 H28 H29

目標 

実績 

328



目標指標等の状況

　■達成率（%）　　フロー型の指標：実績値／目標値　　ストック型の指標：（実績値－初期値）／（目標値－初期値）
　　　　　　　　　　目標値を下回ることを目標とする指標：（初期値－実績値）／（初期値－目標値）

平成29年度政策評価・施策評価基本票

評価対象年度 平成28年度 政策 8 施策 23

［ストック型の指標］

県内35市町村のうち，クラブが
設置されている市町村の割合

目標値 - 71.4% 74.3% 77.1% 80.0%

達成率 -

実績値 42.9% 62.9% 62.9% 68.6% -

目標値の
設定根拠

・国のスポーツ基本計画において，施策目標の1つに「各市区町村に少なくとも1つは総合
型地域スポーツクラブが育成されることを目指す。」としている。これを受け，宮城県スポー
ツ推進計画では，県内市町村への設置を目標としている。

3

目標指標等名
（下段：説明）

評価対象年度 初期値 H26 H27 H28 H29

総合型地域スポーツクラブの
市町村における育成率（％）

指標測定年度 H20 H26 H27 H28 H29

70.2% 63.7% 75.1% -

(23) (23) 

98.8% -

H28 H29

実績値の
分析

・総合型地域スポーツクラブは，平成26年度末までに45クラブが設立され，平成27年度末
に1クラブ，平成28年度末に1クラブが新設され，現在22の市町で47のクラブが活動を展開
している。また，色麻町と涌谷町の2町でクラブ設立のための準備委員会が設置されてい
る。
・総合型地域スポーツクラブの設立・育成支援は，みやぎ広域スポーツセンターにおいて
行っており，平成22年度から公益財団法人宮城県体育協会に業務の一部を委託し，着実
に成果を挙げている。

全国平均
値や近隣
他県等と
の比較

・平成28年7月現在，全国における総合型地域スポーツクラブの市町村設置状況は，全国
平均が80.8%である。本県は，平成28年度末現在で35市町村中24市町であり，その育成率
は68.6%である。
・東北地区においては，秋田県100%，山形県97.1%，岩手県90.9%，福島県83.1%，青森県
75.0%と設置状況の高い県が多い。しかし，他の都道府県においては，一旦設立したもの
の，現在は活動休止や廃止しているクラブがある県もある中，本県では設置された全てのク
ラブが存続し活動を続けている。

1,036 1,039 1,016 1,027 -

(23) (17) (21) (17) -

H26 H27

［フロー型の指標］

みやぎ県民文化創造の祭典
の主催事業・共催事業・協賛
事業に係る総参加者数（うち
出品者・出演者等の数）

実績値

達成率 - 101.9% 98.6%

H20 H26 H27 H28 H29

1,020 1,030 1,040 1,050

(24) (24) 

全国平均
値や近隣
他県等と
の比較

-

目標値の
設定根拠

・参加者数の目標値は、次期「宮城県文化芸術振興ビジョン」（計画予定期間：H32～37年
度）の最終年度に、計画初年度の県内総人口（2,270千人）の約5割（1,130千人）にあたる
参加者数となることを目指し、1年間で1万人（前年度比1.0％）増を目標とした。
・出品者・出演者数の目標値は、参加者数の増加率に準じて設定した。
※H32県内総人口国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成
25年3月推計）による。

実績値の
分析

・体験型ワークショップや若手芸術家の育成に向けた事業など人材育成に関する事業の充
実や，東北六県と仙台市が連携・協力して行う「東北文化の日」に因んだ文化イベント等の
充実により，昨年度の実績を上回ることとなった。

4

目標指標等名
（下段：説明）

評価対象年度 初期値

目標値 -

みやぎ県民文化創造の祭典
参加者数（うち出品者・出演者
等の数）（千人）

指標測定年度
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地創1(1)⑩

5
スポーツ選手強化
対策事業

127,576

　本県の競技力の向上を図るため，公益財団法
人宮城県体育協会等を通じて競技スポーツ選手
の競技力向上を支援する。また，被災者の活力
と希望を生み出し，県民の生涯スポーツへの参
画を促進するため，スポーツにおける国際大会・
全国大会等で活躍できる選手の育成を支援す
る。

・本県のスポーツ推進計画（前期：平成25年度～29年
度）において，目標値を「国民体育大会の総合順位10
位台の維持」としている。平成28年度の総合順位は24
位であり，前年度より1つ順位を下げた。目標とする総
合順位達成のためには，冬季競技種目の得点獲得
が1つの課題となっている。

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

地創1(1)⑩

4

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

スポーツ健康課

震災復興

妥当
ある程度

成果があっ
た

効率的 拡充

H26 H27 H28 H29
6③❶

128,622 122,500 127,576 -

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

スポーツ健康課

震災復興

妥当
ある程度

成果があっ
た

効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6③❶

8,872 8,974 8,947 -

3

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

4
広域スポーツセン
ター事業

8,947

　被災者を含むすべての県民の健康増進と活力
維持を図るため，地域や年齢・性別，障害の有
無に関わらず，だれもがスポーツに親しめるよう，
みやぎ広域スポーツセンターの機能を充実さ
せ，「総合型地域スポーツクラブ」の設立・運営を
支援する。

・平成28年度末現在，22の市町で47のクラブが活動
を展開している。
・スポーツクラブが未設置である13市町村のうち，涌谷
町，白石市，東松島市，蔵王町，色麻町で設立に向
けた動きがあり，設立に向けて引き続き支援していく
必要がある。

教育庁

2

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）

地創2(3)

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性

3
みやぎ県民大学
推進事業

2,646

　震災からの復興に向け，地域において生涯学
習活動を推進する人材の育成や，学校，社会教
育施設，市町村，民間団体等との連携・協力に
より，多様な学習機会を提供する。

・実施講座数:54講座
・受講者数：1,502人
・受講率：79.9%
・前年度と比較すると，講座数が3講座減少したもの
の，「学校等開放講座」，市町との共催による「県民大
学修了生等による講座」や「地域力向上講座」の受講
率が高くなり，地域のニーズに合った講座が開催され
た。

次年度の方向性

生涯学習課

震災復興

妥当
ある程度

成果があっ
た

概ね効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6③❶

2,655

生涯学習課 妥当
成果があっ

た
効率的 維持

H26 H27 H28 H29

47,427 61,749 40,682 -
地創1(1)⑩

1

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

2
図書館市町村連
携事業

40,682

　県図書館が市町村立図書館等への支援を行う
ことにより，県全体で図書館サービスの充実と質
の向上を図る。

・県内全市町村が加入する宮城県図書館情報ネット
ワークシステム（通称ＭＹ－ＮＥＴ）を活用し，市町村
図書館等への協力貸出等の充実を図った。
・市町村図書館等への協力貸出数は，平成27年度は
19,108冊，平成28年度は20,074冊であり，新築等によ
り協力貸出を中止していた図書館があったが増加し
た。
・その他，巡回相談や研修会・出前講座等の実施によ
り，市町村図書館等に対し，各種支援や情報提供を
行った。

23

事
業
番
号

事　業　名

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

2,732 2,646 -

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

8 施策

平成29年度政策評価・施策評価基本票

宮城の将来ビジョン推進事業

評
価
番
号

平成28年度
決算見込額
（千円） 事業の状況

事業主体等 特記事項

評価対象年度 平成28年度 政策
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廃止

H26 H27 H28 H29

- 15,000 25,000 -
地創1(1)⑩

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

スポーツ健康課 妥当
成果があっ

た
効率的

7

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

9
平成29年度イン
ターハイ等特別強
化事業

25,000

　平成29年度南東北インターハイの本県開催を
成功に導くとともに，本大会は2020東京オリン
ピック・パラリンピックに向けた本県出身選手の発
掘・育成へもつながる大会となるため，高等学校
の優秀なチームや選手の育成を目指し，競技力
の向上を目指す。また，本大会で好成績を収め
ることで，県民のスポーツへの関心を高め，体
力・運動能力向上の契機とし，次世代の人材育
成を図る。

・平成29年度南東北インターハイで実施される30競技
に対して，遠征・合宿等の競技力向上対策事業を
行った。
・強化指定校114校（男61，女53），強化指定選手223
人（男148，女75）に，強化指定証を交付し，躍進に向
けての気運醸成を図った。
・平成29年度に開催される南東北インターハイに向け
た特別強化であり，平成29年度末には大会が終了し
ているため，当該年度で事業は廃止とする。

地創1(1)⑩

県有体育施設整
備充実事業

682,810

　老朽化している県有体育施設の設備・備品を，
平成29年度南東北インターハイ開催及び2020
年東京オリンピック・パラリンピック開催に合わせ
て整備・更新することにより，その機能の維持・向
上を図る。

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

8

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

スポーツ健康課

震災復興

妥当
成果があっ

た
概ね効率的 拡充

H26 H27 H28 H29
6③❶

478,631 277,095 682,810 -

11

地創1(1)⑩

7
平成29年度全国
高等学校総合体
育大会開催事業

30,704

　平成29年度に南東北3県（山形・宮城・福島）で
開催される全国高等学校総合体育大会（イン
ターハイ）について，主催者として準備及び調整
業務を行うとともに，競技大会の運営を主管する
市町及び宮城県高等学校体育連盟等への業務
支援を行うことにより，円滑な大会運営を図る。

・実行委員会総会，専門部会を開催し，大会運営の
準備を進めるとともに，県高体連，開催市町及び関係
機関等と会議を開催し，競技会場や開催期間の調整
などを行った。
・広報活動としてチラシやポケットティッシュなどの広
報グッズの作成・配布のほか，広報誌の発行や公式
HPを開設し，大会のPRや情報提供を行った。
・高校生の活動として，各地のイベント・祭りにおけるＰ
Ｒに加え，9月に300日前イベント，12月に3県合同の
プレイベントを開催し，大会をPRした。
・開催市町への業務支援として，県高体連専門部教
員を週3日派遣した。

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

6

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

全国高校総体推
進室

妥当
成果があっ

た
効率的 拡充

H26 H27 H28 H29

467 6,330 30,704 -

6
運動部活動地域
連携促進事業

19,350

　震災の影響により，児童生徒の運動する場や
機会の減少をはじめ，体力・運動能力の低下な
ど，学校における運動部活動を取り巻く環境が
変化している中で，学校と地域が連携し，地域に
住む優れたスポーツ指導者を「外部指導者」とし
て活用し，運動部活動の充実及び教員の指導
力向上を図る。また，被災校に対して，活動場所
への移動や活動場所の確保についての支援を
行う。

・外部指導者379人（中学校112校304人，高等学校48
校75人）を派遣した。平成28年度も引き続き，文部科
学省の「運動部活動の工夫・改善支援事業」を活用し
た「地域と連携した中学校の運動部活動推進事業」に
おいて，部活動の在り方について研究実践を進める
ため，中学校派遣304人のうち75人を推進モデル地区
4市町に派遣した。
・東日本大震災により被災した4校（高等学校4校）の
運動部活動にかかる移動費及び施設使用料を支援し
た。

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

5

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

スポーツ健康課

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6③❶

14,666 16,133 19,350 -

・老朽化している県有体育施設の長寿命化対策とし
て，宮城県総合プールの可動床修繕工事等を行うとと
もに，平成29年度南東北インターハイに向け，長沼
ボート場のワイヤー交換工事などの整備を行った。
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事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性 ②有効性 ③効率性

地創1(1)⑩
4,921 -

15
美術館教育普及
事業

4,921

　県民の創作活動や研究，体験の場として，公
開講座やワークショップなどの各種教育普及活
動を実施する。

・誰もが自由に活用できるオープンアトリエとしての創
作室の活動を中心に，体験を通して美術に親しめる
ワークショップや，美術に対する関心と理解を深める
ための美術館講座，美術以外の芸術表現なども幅広
く紹介する講演会等を実施した。
・学校教育・社会教育と連携することにより，教育普及
活動の充実を図ることができた。

教育庁

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

12

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

次年度の方向性

生涯学習課 妥当
ある程度

成果があっ
た

概ね効率的 維持

H26 H27 H28 H29

4,461 4,742

地創1(1)⑩

14

第41回全国高等
学校総合文化祭
（みやぎ総文
2017）開催事業

87,276

　全国の高校生が集結し，演劇や吹奏楽等23部
門で発表・交流を行う高校生の文化の祭典「第
41回全国高等学校総合文化祭」の平成29年度
宮城県開催に向けた準備と円滑な大会運営を
図る。

・生徒企画委員及び各部門担当教員・生徒を広島大
会へ派遣し，大会運営方法の調査などを行った。
・平成28年11月6日にプレ大会総合開会式及びプレ
パレード，5月から1月にかけて部門プレ大会を開催
し，翌年度開催する本大会へ向けてのシュミレーショ
ンを行い，開催準備を本格化させた。

教育庁

全国高校総合文
化祭推進室

妥当
成果があっ

た
概ね効率的 拡充

H26 H27 H28 H29

3,232 23,676 87,276 -

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

11

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

6,805 6,820 -

13
みやぎの文化育
成支援事業

6,820

　県民に芸術文化を鑑賞する機会を提供すると
ともに，県内の芸術文化活動への支援を行う。

・巡回小劇場（10回7,261人）
・芸術祭（32,238人），芸術祭巡回絵画・書道展（1回
779人）
・地方音楽会（2回1,624人）
・河北美術展(本展1回・巡回展3回29,186人)
・高等学校総合文化祭等開催による参加機会提供
（生徒及び一般鑑賞者数合計823人）
・国民文化祭参加支援（3事業3団体（者））
・文化庁事業活用による学校が文化芸術を体験する
機会の提供（巡回公演45校，芸術家派遣15校，芸術
家派遣（復興支援対応）98事業，児童・生徒等30,209
人参加）

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

H27 H28
－ 維持

H26

H29

6,565

10

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

生涯学習課 妥当
ある程度

成果があっ
た

概ね効率的 維持

H26 H27 H28

地創1(1)⑩

12
ジュニアアスリート
育成事業

-

　スポーツにおける国際大会・全国大会等で活
躍できる選手を育成するため，県内全域の小学
生の体力・運動能力の向上を図るとともに，ジュ
ニアアスリートを発掘・育成し，個人の適性に応
じた競技種目選択の機会充実を支援する。それ
によりスポーツを通して活力と絆のあるみやぎの
復興を目指す。

・本事業は，全て民間資金を活用して実施しており，4
年生30人，5年生30人，6年生29人の計89人のゴール
ドジュニアアスリートが，トップアスリートとして必要な知
識の基礎や身体能力を高める運動方法などの各種プ
ログラムに取り組んだ。
・本事業の修了生（1期生・現中学校3年）が，第71回
国民体育体育大会水泳競技の宮城県選手として2種
目で入賞したほか，他競技でも全国大会で入賞する
選手が育っている。

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）

9

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

スポーツ健康課 妥当
成果があっ

た

H29

- - - -
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消費生活・文化課

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6③❷

14,900 14,900 14,900 -
地創1(1)⑩

　県民に対して，優れた芸術文化の鑑賞と発表
の機会を広く提供するとともに，被災市町等の学
校や公共施設，福祉施設等に重点的にアーティ
ストを派遣し，子どもたちを中心に地域住民が身
近に芸術文化に触れ合うことのできる少人数・体
験型の事業を実施する。

　多くの県民が文化芸術に親しみ，活動のｽｷﾙｱｯﾌﾟな
どにつながる取組となった。
・音楽アウトリーチ事業　4,275人参加
・美術ワークショップ　166人参加
・舞台ワークショップ　3,542人参加
・みやぎ芸術銀河作品展　400人参加
・地域文化発信支援　276人参加
・若手芸術家育成事業　3,543人参加
・共催事業　214,647人参加（うち東北文化の日開催
事業　134,724人来場）
・協賛事業　799,682人参加

環境生活部

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）取組5・9に再

掲
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

4,063 -
地創1(1)⑩

15

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

18
みやぎ県民文化
創造の祭典（芸術
銀河）開催事業

14,900

教育庁

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

文化財保護課

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6①❹

- 12,101

16

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

19

東北歴史博物館
教育普及事業イン
タラクティブシア
ター整備事業

4,063

　こども歴史館インタラクティブシアターについて
歴史・防災・ICT教育を推進するため，180インチ
スクリーンによる双方向通信参加型体験学習シ
ステムへ機器をリニューアルし，防災教育副読本
と連動した映像コンテンツを追加する。

・平成28年4月から映写機器の更新とともに，防災教
育系コンテンツを2本追加し「歴史と災害学びのシア
ター」としてリニューアルし公開した。
・リニューアルに伴い，チラシを作成しPRを行った。
・主に，小学校の校外学習等で活用されている。

地創1(1)⑩

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

文化財保護課 妥当
成果があっ

た
効率的 縮小

H26 H27 H28 H29

17,775 17,775 11,500 -

地創1(1)⑩

14

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

17
瑞巌寺修理補助
事業

11,500

　国宝「瑞巌寺本堂」及び関連する建造物の修
復工事を支援し，良好な状態での保存管理を行
い，次代に引き継ぐ。
　あわせて，地域の文化財を再認識するととも
に，地域の資源としての活用を図り，地域の活性
化に役立てる。

・瑞巌寺修理事業（平成20～29年度）計画により実
施。本年度は中門等の工事を実施し，予定していた
工事は計画通りに進行した。
・本年度事業が順調に進行したため，計画通り次年度
以降に廊下，太鼓塀，御成門工事等を実施する。

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

生涯学習課 妥当
成果があっ

た
効率的 維持

H26 H27 H28 H29

1,604 1,415 1,378 -

13

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

16
図書館貴重資料
保存修復事業

1,378

　県図書館で所蔵している貴重資料の修復・保
存を進め，その成果を公開するとともに，学校教
育・生涯学習の場における教材としての活用を
図る。

・県指定有形文化財である『江刺人首村野手崎村繪
圖』1舗について修復を行った。
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スポーツ健康課 妥当
ある程度

成果があっ
た

概ね効率的 維持

H26 H27 H28 H29

- - 7,055 -
地創1(1)⑩

　宮城県からメダル獲得選手を輩出すること及び
多くのオリンピアン・パラリンピアンの輩出するこ
とを目指し，活躍が期待される選手に対し，強化
活動の支援を実施する。

・宮城県ゆかりのアスリートが2020年東京オリンピック・
パラリンピックに出場し，メダルを獲得することを目指し
て，オリンピック競技27人，パラリンピック競技9人の計
36人を「みやぎアスリート2020」に指定し，うち21人に
対して補助金を交付した。

教育庁

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

6,134 -
地創1(1)⑩

18

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

22

2020年東京オリン
ピック・パラリン
ピック強化支援対
策事業

7,055

教育庁

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

文化財保護課

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的 拡充

H26 H27 H28 H29
3②❾

- 18,935

19

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

23
文化財の観光活
用による地域交流
の促進事業

6,134

　地域の歴史，町並み，文化の象徴である本県
の文化財を一体的に活用し，観光・産業資源と
して地域活性化を図るため，国内外の観光客に
対して情報発信を行う。

・冊子「宮城県の文化財～天然記念物～」の作成，
「みやぎ歴史の道」文化財説明板の設置，情報発信
ボランティア養成事業などを行い，積極的な情報発信
による国内外からの観光客の誘致と，地方創生につ
ながる地域の活性化に対する取組を行った。

地創1(1)⑩

教育庁

取組16 再掲 事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

スポーツ健康課 妥当
成果があっ

た
－ 維持

H26 H27 H28 H29

- - - -

20

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

24
オリンピック・パラ
リンピック教育推
進事業

-

　文部科学省の「オリンピック・パラリンピック調査
研究事業」を受託した国立大学法人筑波大学か
ら，県実行委員会が再委託を受け，オリンピック・
パラリンピックの価値を活用した教育実践研究を
行う。

　・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の
競技会場予定地である本県の気運醸成に向けて，27
校（幼稚園1，小学校8，中学校8，高等学校5，支援学
校2，大学3）を教育推進校として指定し，オリンピア
ン，パラリンピアンを招いての講話やパラリンピックス
ポーツの体験・おもてなし講座を実施し，開催国として
国際理解教育等の実践に取り組んだほか，市民
フォーラム，教員セミナーを実施した。

1,086,467

決算（見込）額計 1,086,467

決算（見込）額計（再掲分除き）

　2020年に東京オリンピック･パラリンピック競技
大会が開催され，県内においてもサッカー予選
試合の開催が見込まれることから，「宮城県2020
東京オリンピック･パラリンピック推進本部」を中心
に，全庁一丸となって，関連施策に取り組む。

・事前キャンプを誘致しようとする市町村への支援とし
て，事前キャンプガイドの作成や施設紹介をしている
ホームページに新たにスペイン語を追加した。
・ 東京都及び登米市とともに，国際ボート協会臨時総
会において，事前キャンプ誘致のPRを実施した。
・県内の機運醸成として，東京都や組織委員会と協力
し，「未来（あした）への道1000㎞縦断リレー」や「リオラ
イブサイト」，「フラッグツアー」等を開催した。

H26 H27 H28 H29

- 1,707 4,705 -

震災復興・企画部

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

オリンピック･パラ
リンピック大会推
進室

17

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

20
オリンピック・パラ
リンピック推進事
業

4,705

地創1(1)⑩

妥当
成果があっ

た
効率的 拡充
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1

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

2
公立社会教育施
設災害復旧事業

44

　震災で甚大な被害を受けた県立社会教育施
設を復旧するとともに，使用が困難になった市町
村の公民館等の社会教育施設の再建，復旧に
対して支援する。

・津波被害による1施設を除く10施設の復旧が完了し
た。
・残った1施設の松島自然の家は，野外活動フィール
ドが完成し，平成29年度から供用開始される。また，
本館・宿泊棟・体育館等は，平成31年度以降に完了
予定である。

③効率性 次年度の方向性

生涯学習課

震災復興

妥当

取組に関連する宮城県震災復興推進事業

評
価
番
号

平成28年度
決算見込額
（千円） 事業の状況

事業主体等 特記事項

平成29年度政策評価・施策評価基本票

評価対象年度 平成28年度 政策 8 施策 23

成果があっ
た

概ね効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6③❶

事　業　名

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性 ②有効性

115 77 44

6③❶
- - - -

H27 H28 H29
6③❶

600 531 1,232 -

2

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

3
公立社会体育施
設災害復旧事業

-

　震災による施設被災で災害復旧が必要になっ
た市町村立体育施設について，復旧事業費補
助（国庫）を行い早期の復旧を図る。

・被災した県立社会体育施設の復旧は終了。
・東松島市大曲地区体育館，亘理町B&G海洋セン
ター艇庫について国の現地調査を行い，国庫補助の
内定を行った。
・石巻市，名取市の復旧事業について打合せを持
ち，事業計画についての相談・作成支援等を行った。

H27
－ 維持

H26

教育庁

-

H28 H29

事
業
番
号

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

スポーツ健康課

震災復興

妥当
成果があっ

た

妥当
成果があっ

た
概ね効率的 維持

H26

地創4(4)

1,232

　非常時においても主体的に対応しようとする青
少年の育成と地域・学校・行政が協働した地域
防災力の向上を図るとともに，防災キャンプ指導
者の養成や記録集を作成し，体験型防災教育
プログラムの普及・推進を図る。

・大崎市，多賀城市，東松島市で実行委員会を組織
し，体験的なプログラムを通して，地域の担い手として
の青少年や住民一人ひとりの地域防災力の習得と，
地域コミュニティの醸成を図った。3市町で399人が参
加した。
・体験型防災プログラムの普及啓発のため，3市町の
取組事例を紹介する「地域防災フォーラムinみやぎ」
を開催し，140人が参加した。
・過去5年間の事業実践の成果等をまとめた記録集を
作成するとともに，各市町村・学校等に配布し，普及・
振興を図った。

5
震災資料収集・公
開事業

21,195

　東日本大震災の教訓を後世に伝えるため，震
災に関する記録類（図書・雑誌・チラシなど）を収
集するとともに，県図書館内に閲覧コーナーを設
置し，広く県民の利用に供する。また，東日本大
震災に関する記録・記憶資料等（震災関連資
料）をデジタル化してＷｅｂ上で公開し，様々な主
体による利活用の支援を行う。

・県内市町村との連携強化を図りながら，震災関連資
料の収集を進めるとともに，市販の資料についても広
く網羅的に収集を行った。
・平成28年度までに，図書4,056冊，雑誌1,318冊，視
聴覚資料124点，新聞27種，チラシ類3,586点を収集
し，「東日本大震災文庫」として広く県民に公開した。
（平成28年度収集分：図書175冊，雑誌118冊，視聴
覚資料34点）

防災キャンプ推進
事業

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

4

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

教育庁
取組33 再掲 事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）

3

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

4

生涯学習課

震災復興

教育庁

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）取組33に再

掲
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

生涯学習課

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6③❶

618,840 14,616 21,195 -
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教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

文化財保護課

震災復興

妥当
成果が

なかった
－ 縮小

H26 H27 H28 H29
6③❷

3,756 4,121

6

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

7
指定文化財等災
害復旧支援事業

-

　震災により被害を受けた文化財の修理・修復を
図るため，修理・修復費用に対する補助を行う。

・被災文化財所有者等と修理・修復の調整を行った
が，本年度は補助の対象となる事業はなかった。
・平成27年度からの繰越事業2件を完了させた。

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

文化財保護課

震災復興

妥当
成果があっ

た
概ね効率的 縮小

H26 H27 H28 H29
6③❷

421,996 272,793 79,271 -

10

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

11
被災博物館等再
興事業

79,271

　震災により被災した博物館等のミュージアムの
再興に向けて，資料の修理・修復,資料の整理
データベース化，保管場所の整備等の支援を行
う。

・資料修理事業として，石巻市文化センター，気仙沼
市教育委員会，東北歴史博物館，亘理町郷土資料
館，青葉城歴史資料展示室の5施設の5事業を実施
し，被災博物館等の再興を支援した。

5

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

6
松島自然の家再
建事業

21,635

  松島自然の家本館及び屋外施設を再建する。 ・本館に係る建築設計及び造成設計などをを行った。
・野外活動フィールドの再開後に使用する倉庫建築
工事を行ったほか，再建に係る物品を整備した。

448,722 21,635

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

生涯学習課

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6③❶

147,535 -

7

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

8
被災有形文化財
等保存事業

362

　震災により破損した登録有形文化財（建造物・
美術工芸品）を対象に，修理事業等に対する補
助を行う。

・被災登録文化財所有者と修理・修復の調整を行い，
2件の修理事業に対し補助を行った。

教育庁

文化財保護課

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6③❷

150 165 362 -

8

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

教育庁

文化財保護課

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的 維持

H26

9
復興事業に伴う埋
蔵文化財の発掘
調査事業

19,525

　震災に係る個人住宅・零細企業・中小企業等
の建設事業，市町の復興事業に伴う埋蔵文化財
の発掘調査のうち，埋蔵文化財の分布・試掘調
査等を行う。

・沿岸市町で行われる高台移転・道路改良・ほ場整備
等の復興事業と関わりがある8市町15遺跡について試
掘等を迅速に実施した。
・調査の結果，遺構等が発見されなかった遺跡につ
いては事業着手可とし，また，遺構等が発見された遺
跡については事業者と事業計画について再調整し，
埋蔵文化財保護と事業の迅速化の両立を図ることが
できた。

H27 H28 H29
6③❷

15,000 5,522 19,525 -

9

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

10
特別名勝松島保
護対策事業

656

　特別名勝松島の適正な保護を図るため，専門
的知見を有する有識者等に意見を聴取し，保護
対策を実施する。

・特別名勝松島の現状変更等の許可等の申請手続
において，国から必要な権限委譲を受け，文化財保
護審議会松島部会で審議することにより，手続の迅速
化及び復興事業等との関わりで適切な保存管理を図
ることができた。
・平成28年度は355件もの現状変更申請に対して，迅
速かつ適切な処理を行った。

維持

H26 H27 H28 H29
6③❷

756 -

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

文化財保護課

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的

622 656
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文化財保護課

震災復興

概ね妥当
ある程度

成果があっ
た

概ね効率的 維持

H26 H27 H28 H29
6③❷

- - 16,260 -

　奈良時代に聖武天皇により鎮護国家のために
置かれた東大寺は，現在も多くの参拝者を集
め，仏教や平和を広く世界に発信している。本展
では東北初出品の貴重な寺宝を一堂に公開し，
幾多の困難から復興を遂げた東大寺の姿に，東
日本大震災からの復興を重ね合わせ，今後の指
針を探る。

・当初計画では，平成27年度に準備し，平成28年度
の開催を予定していたが，資料を提供する東大寺側
の事情により，平成30年度に開催を延期することと
なった。平成28年10月に実行委員会を立ち上げ，開
催時期の調整や展示で借用する資料の選定作業に
着手した。

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性 ②有効性 ③効率性 次年度の方向性

11

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

12
「（仮）東大寺展」
開催事業

16,260

決算（見込）額計（再掲分除き） 191,464

決算（見込）額計 192,696

6③❷
1,621 - 32,516 -

①必要性
H29

12

事業概要 平成28年度の実施状況・成果

消費生活・文化課

震災復興

妥当
成果があっ

た
効率的 拡充

H26 H27 H28

13
文化芸術による心
の復興支援事業

32,516

　第２期宮城県文化芸術振興ビジョンの重点取
組である文化芸術の力による心の復興を推進す
るため，地域，学校，市町村，支援団体等と連
携・協働し，未来を担う子どもたちや地域住民等
が文化芸術に触れる機会や，参画・成果発表す
る場を創出し，心の安らぎはもとより，人とのつな
がりや生きがいなどを見いだす様々な主体によ
る心の復興に向けた取組を推進する。

　文化芸術の力に関する理解促進や団体等への活
動支援により県民の心の復興に貢献
・文化芸術の力による心の復興ﾌｫｰﾗﾑ開催
　会場　石巻市「遊学館」
　参加者　100人(パネリスト等参画者含む）
・活動団体等への補助
　交付決定額　27,773千円（18団体21事業）
・地域芸能等再興支援
　課題整理等を目的としたｱﾝｹｰﾄ実施　307団体

環境生活部
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
②有効性 ③効率性 次年度の方向性
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